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タバコは薬物である 
依存性はコカイン・ヘロインに次ぎ、アルコール・覚せい剤を上回る 

毎年 10数万人の命を奪う最大の健康危険因子 
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タバコは日本人の健康寿命を縮める最も大きな原因の一つである。2007 年には 12 万人
以上が能動喫煙による死亡者は 2007 年に 12 万人台、受動喫煙による死亡者は 2010 年に
6800人、2016年に 1万 5千人と推計された。現在はタバコによる死亡者総数が 15万人台
に増加していると考えられる。 

 

 
	 

www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/houkoku/dl/120329_1.pdf 



 

 

 
 

 
 

 

 

タバコによる犠牲者数を抜本的に減らすためには、ニコチン依存症を克服して禁煙を達
成することが必要である。 

 

ところで、「麻薬」や「覚醒剤」の方がタバコよりもはるかに依存性が強いと思っている
方は驚かれかもしれないが、タバコは覚醒剤やアルコールよりも強い依存性をもたらす「薬
物」であることが多くの研究で明らかになっている。 

 

たとえば、2007年に医学雑誌ランセットに発表された論文では、合法および非合法ドラ
ッグ 20種の依存性スコアを算定した結果、タバコ（ニコチン）はヘロイン、コカインに次
いで、3 番目に依存性の強い薬物であることが分かった。ちなみに、アルコールは 6 位、
覚醒剤（アンフェタミン）は 8 位だった。タバコはヘロイン・コカインに次ぐ高度の依存
性を持っている。タバコの依存性はアルコール・覚醒剤よりも強力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
【出典】Nutt D, et al. Development of a rational scale to assess the harm of drugs of potential misuse. Lancet 369:1047-53,2007. 
（上記論文表３に基づいて改編し解説を追加） 

 

 

このような科学研究結果に基づき、国内外の主要な専門機関、行政当局は「タバコは薬
物」であると明言している。 

 
米国公衆衛生長官 

紙巻タバコ等のタバコ製品には依存性がある 

ニコチンは葉タバコに含まれる依存形成性薬物である 

タバコ依存の薬理学的・行動学的プロセスはヘロインやコカインなどのドラッグ依存と類似性を持つ 
【出典】1988年米国公衆衛生長官報告「ニコチン依存症」 

 

 

世界保健機関 

ニコチンは依存と離脱症状を特徴とする嗜癖形成性薬物の診断基準に合致する強力な薬物である。
ニコチンには、ヘロインやコカインと同等の嗜癖形成作用がある 

      【出典】2010年 Gender, women, and the tobacco epidemic 

http://www.who.int/tobacco/publications/gender/en_tfi_gender_women_addiction_nicotine.pdf 

 

 

 

 



 

 
精神疾患の診断・統計マニュアル第 4 版（DSM-Ⅳ-TR） 

DSM-Ⅳには、ニコチン依存が、麻薬、覚せい剤、アルコール等とともに、「物質使用障害」のカテ
ゴリーに記載されている 

 
【出典】 http://rnavi.ndl.go.jp/mokuji_html/000004326569.html 

 
厚生労働省 

依存性について 

依存とは、ある物をやめようと思っても強い渇望があり、やめられなくなった状態を言います。た
ばこの成分であるニコチンによるニコチン依存は、国際疾病分類（ＩＣＤ－１０）や精神医学の分
野で世界的に使用されている「精神障害者の診断及び統計マニュアル第４版」（ＤＳＭ－IV）におい
て独立した疾患として扱われており、たばこに依存性があることは確立した科学的知見となってい
ます。 

【出典】厚生労働省 喫煙と健康問題について簡単に理解したい方のために（Ｑ＆Ａ） 
http://www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/qa/detail4.html 

 
厚生労働省 

 
【出典】厚生労働省 禁煙支援のためのテキスト教材 

http://www.mhlw.go.jp/topics/tobacco/kin-en-sien/manual/01-3-1.html 



 

 

 
日本医師会 

 

禁煙の医学 

ニコチン依存症の強さは麻薬と同じくらいやっかい 

ニコチン依存症になりやすいのは、たばこの煙を吸い込んだ途端にニコチンが肺から急速に吸収さ
れることも関係しています。喫煙を開始して約 7 秒でニコチンが作用し、イライラ解消が実感され
るため、脳で喫煙がよいものだと認識され、ニコチン依存が強化されます。ただし、ニコチンの影
響はなくなるのも早く、イライラやストレスが再び出現します。これが「ニコチン切れ」という離
脱症状（禁断症状）です。ニコチン依存症から抜け出すのは、ヘロインやコカインをやめるのと同
じくらい難しいと言われています。 

 
【出典】https://www.med.or.jp/forest/kinen/medical/ 

 
内閣府 

（１）薬物依存とは 

依存性薬物の乱用を繰り返すうちに，「その薬物の使用をやめようとしても，容易にやめることがで
きない生体の状態」を薬物依存という。薬物依存は，精神依存と身体依存の二つのタイプに分類さ
れている。依存性薬物に共通した特徴としては，精神依存が形成される点であり，薬物依存の本質
は精神依存である。依存性薬物を摂取すると，脳内のドパミン（A10）神経系が活性化されることに
よって，非常に強力な陶酔感や多幸感を感じる。繰り返し摂取することで，脳内の神経機能に異常
が生じ，この感覚が忘れられなくなり，精神依存に陥ると考えられている。精神依存状態では，そ
の薬物の効果が減弱，消失しても手のふるえ等の身体的な不調は原則的には現れないが，薬物に対
する強烈な摂取欲求が生じる。精神依存状態で生じる薬物に対する摂取欲求を「渇望」といい，こ
れが原因となって薬物の使用を容易にやめることができなくなる。「何としても薬物を入手した
い。」，こうした欲求から薬物入手に固執する行動を「薬物探索行動」といい，喫煙者が常にタバコ
を切らさないよう振舞う場合等が身近な例である。（下線引用者）  

【出典】ユースアドバイザー養成プログラム 第２節 若者の抱える問題（コンプレックスニーズを持つ若者の理解のために）  

    ３ 薬物依存（麻薬，覚せい剤，向精神薬，アルコール等） 

	 http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/h19-2/html/3_2_3.html 

 

【結論】 

１．タバコ（ニコチン）はコカイン・ヘロインに次ぐ高度の依存性を持っている 

２．タバコの依存性はアルコール・覚醒剤を上回る 

３．能動喫煙と受動喫煙により、毎年 10数万人の命が奪われており、わが国の最大 

  の予防可能な死亡原因となっている 

４．喫煙を薬物依存としてとらえることが、喫煙防止と健康寿命延伸を効果的に達成 

  するための必要条件である 

 


